
 

大会特別規則及び確認事項  
 
本大会は、２０１２年度版（財）日本自転車競技連盟規則及び大会特別規則で実施する。  
 
【監督・選手受付について】 

８時００分から８時３０分まで管理棟前で行う。 
 

【補欠の起用について】 
  補欠登録選手以外の選手の参加は認めないので、選手の派遣については十分注意すること。 

 
【監督会議について】   
  ８時１５分から管理棟会議室において行う。 
 
【ジュニア選手のギヤ比制限について】  
  本大会は、オープンカテゴリーのためジュニア選手のギヤ比制限は設けない。 
 
【ウェアー、ヘルメット、ゼッケン、ヘルメットキャップについて】 
  ・競技者は、登録されたユニホームを着用すること。 
  ・ヘルメットは JCF 公認及び JKA 公認ヘルメットに限る。 
  ・ゼッケンは、タイム・トライアル、団体、個人追抜競走、チーム・スプリント以外は２枚装着

し、１枚は腰中央、１枚は左肩甲骨部位に装着すること。 
・４ｋｍ速度競走、ケイリン、ポイント・レース、スクラッチについてはヘルメットキャップを

使用する。 
 

【招集について】 
  招集は管理棟前のバンク入口付近で行う。本人招集の１回とし、１５分前までに装備と自転車の 
  確認を受けること。 
 
【ホルダーについて】  
  スプリント、ケイリン、ポイント・レース、スクラッチは各チームでホルダーを用意すること。 
 
【タイム・トライアル、団体、個人追抜競走、チーム・スプリントについて】  
  スターティングマシンによる電子計時システムを使用する。 
 
【スプリントの組合せについて】  
  予選により８名を選出する方式で行う。なお、１／２決勝、５～８位決定戦までは１回戦制とし、 
  ３・４位決定戦、決勝は２回戦制とする。 
 
【ポイント・レースについて】 
  距離は２４ｋｍで行う。 
 
【団体、個人追抜競走について】  
  完走タイムによる予選兼決勝レースとする。したがって、追抜きが発生した場合でも両チームと

も完走する。なお、追抜かれたチームは直後に追走または抜き返してはならない。 
 
【チーム・スプリントについて】  
  完走タイムによる予選兼決勝レースとする。距離は１２００ｍで行う。 
 
【その他】  

状況により運営に変更がある場合は、監督会議にて提案、承認のうえ決定する。また、当日やむ

を得ない事情によりプログラム等の変更を要する場合は、場内アナウンス、コミュニケ等により

事前に周知するものとする。 
   


